
15 Public Information IBIGAWA

１
月

　

14
日　

第
１
回
議
会
全
員
協
議
会

　

14
日　

第
１
回
議
会
運
営
委
員
会

　

21
日　

第
１
回
臨
時
会

議
会
活
動
報
告

　

１
月
21
日
に
第
１
回
臨
時
会
が
開

催
さ
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

●�

平
成
22
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計

補
正
予
算

　

国
の「
地
域
活
性
化
交
付
金
」を
主

な
財
源
と
し
、谷
汲
保
育
園
・
か
す
が

保
育
園
の
建
設
工
事
、小
中
学
校
・
図

書
館
の
図
書
購
入
、除
雪
費
用
な
ど
で

４
億
４
７
８
０
万
円
を
増
額
し
、予
算

額
を
１
６
０
億
７
４
７
０
万
８
０
０
０

円
と
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り

第
１
回
臨
時
会

 

臨
時
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

　

揖
斐
川
町
で
は
次
の
と
お
り
臨
時
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

用
務
員　

４
人

■�

勤
務
場
所　

谷
汲
・
春
日
・
久
瀬
・
藤

橋
の
各
振
興
事
務
所
で
１
人　

■
試
験　

面
接
試
験
を
実
施

■
採
用　

平
成
23
年
４
月
１
日

■
雇
用
期
間　

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

■
給
与　

�

日
日
雇
用
職
員
の
雇
用
条
件
に

よ
る

■�

勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日（
国
民
の
休

日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）で
月
12

日
程
度
勤
務

　

７
時
30
分
～
15
時
30
分

■�

応
募
方
法　

履
歴
書（
市
販
の
用
紙
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
３
月
15
日

（
火
）
ま
で
に
揖
斐
川
町
役
場
政
策
広

報
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
政
策
広
報
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

�

口
座
振
替
が
お
ト
ク
で
す
！

　

預
金
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
が
で
き
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口
座

振
替
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
ま
す
と
、
保

険
料
が
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で

金
融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間
が
省
け
る
う

え
、納
め
忘
れ
も
な
く
と
て
も
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月
分
保
険

料
が
当
月
末
に
引
き
落
と
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
早
割
制
度

や
、
現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い
６

か
月
前
納
・
１
年
前
納
も
あ
り
、
大
変
お

得
で
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
納
付
書

ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金
融
機
関
届

出
印
を
ご
持
参
の
う
え
、
ご
希
望
の
金
融

機
関
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

 

20
歳
に
な
ら
れ
た
学
生
の
方
へ

　

学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
20

歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
方
が
加
入
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
学
生
で
あ
っ
て
も
20
歳

以
上
で
あ
れ
ば
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
学
生
の
方
は
、
所
得
が
少
な

い
な
ど
の
理
由
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
が
多

い
た
め
、
在
学
期
間
中
の
保
険
料
の
納
付

を
猶
予
す
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
大
学
等
に
在
学
す

る
20
歳
以
上
の
方
で
、
本
人
の
前
年
所
得

が
、１
１
８
万
円
以
下
の
方
と
な
り
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
の
申
請
は
、
在
学
証
明

書
等
を
添
付
し
て
役
場
住
民
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

　

日
本
年
金
機
構　

大
垣
年
金
事
務
所

　

℡
０
５
８
４

－

７
８

－

５
１
６
６

 

国
民
健
康
保
険
の
届
出
の
お
願
い

　

３
月
、４
月
は
就
職
や
引
越
し
な
ど
が

多
い
時
期
で
す
。次
の
よ
う
な
と
き
は
、国

民
健
康
保
険
の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎�

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
が

就
職
し
、
会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
し

た
と
き

《
必
要
な
も
の
》

・
会
社
の
健
康
保
険
証
、
ま
た
は
加
入
し

　

た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

・
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証

・
印
鑑

◎�

会
社
を
退
職
し
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
す
る
と
き

《
必
要
な
も
の
》

・�

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
こ
と
が
分

か
る
書
類（
資
格
喪
失
連
絡
票
、
離
職

証
明
書
な
ど
）

・
印
鑑

◎
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
す
る
と
き

《
必
要
な
も
の
》

・
転
出
証
明
書

・
印
鑑

◎
他
の
市
区
町
村
に
転
出
す
る
と
き

《
必
要
な
も
の
》

・
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
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・
印
鑑

※�
転
入
・
転
出
の
場
合
は
本
人
確
認
の
で

き
る
書
類（
免
許
証
な
ど
、
公
的
機
関

が
発
行
し
た
写
真
付
き
の
も
の
）
が
必

要
で
す
。

◎�

修
学
の
た
め
家
族
と
離
れ
、
別
に
住
所

を
定
め
る
と
き

《
必
要
な
も
の
》

・
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証

・
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書

・
印
鑑

※�

住
民
票
を
異
動
さ
せ
な
い
と
き
は
、
届

出
不
要
で
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

 

本
人
通
知
制
度
を
開
始
し
ま
す
。

希
望
者
は
登
録
を
！

　

町
は
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
第
三
者

交
付
に
係
る
本
人
通
知
制
度
を
４
月
１
日

か
ら
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
住
民
票
の
写
し
や
戸
籍

謄
本
な
ど
の
不
正
請
求
お
よ
び
不
正
取
得

に
よ
る
個
人
の
権
利
侵
害
の
防
止
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
本
人
の
代
理
人
ま

た
は
、
第
三
者
に
交
付
し
た
と
き
に
、
事

前
に
登
録
し
た
本
人
に
そ
の
事
実
を
通
知

す
る
も
の
で
す
。

◎
通
知
対
象

　

�

本
人
の
代
理
人
ま
た
は
第
三
者
か
ら
の

請
求
に
よ
り
、
登
録
者
の
住
民
票
の
写

し
な
ど
を
交
付
し
た
と
き
。（
た
だ
し
、

弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど
の
特
定
事
務

受
託
者
の
紛
争
処
理
、
国
や
地
方
公
共

団
体
か
ら
の
請
求
な
ど
の
場
合
は
除

く
）

◎
登
録
で
き
る
人

　

�

町
の
住
民
基
本
台
帳
、
戸
籍
ま
た
は
戸

籍
の
附
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

◎
登
録
期
間

　

�

登
録
者
名
簿
に
記
載
し
た
日
か
ら
３
年

間
◎
登
録
申
し
込
み

　
�

運
転
免
許
証
や
住
基
カ
ー
ド
、
健
康
保

険
証
な
ど
を
持
っ
て
、
住
民
課
窓
口
へ

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

　

℡
２
２

－
２
１
１
１

 

岐
阜
県
交
通
遺
児
激
励
金
支
給

事
業
に
つ
い
て

　

岐
阜
県
で
は
、
５
月
５
日
の
「
こ
ど
も

の
日
」
に
合
わ
せ
て
、
次
の
と
お
り
交
通

遺
児
の
方
に
激
励
金
を
お
贈
り
し
て
い
ま

す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、
役
場
総
務
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■�

対
象
者　

毎
年
５
月
５
日
現
在
、
岐
阜

県
内
に
居
住
さ
れ
て
お
り
、
交
通
事
故

に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
生
計
を
と
も
に
し

て
い
た
父
ま
た
は
母（
す
で
に
父
母
が

い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
場
合
に
は
そ
れ
に

代
わ
る
方
）を
亡
く
さ
れ
た
方
で
、
義

務
教
育
終
了
ま
で
の
方
お
よ
び
高
等
学

校
在
学
中（
高
等
専
門
学
校
３
年
修
了

ま
で
の
方
、
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部

在
学
中
の
方
を
含
む
）で
満
20
歳
未
満

の
方
。

　

※�

交
通
遺
児
と
な
っ
た
後
、
養
子
縁
組

し
た
方
、
も
し
く
は
父
ま
た
は
母
が

再
婚
し
生
計
を
と
も
に
す
る
こ
と
と

な
っ
た
方
は
除
き
ま
す
。

■
激
励
金
の
額（
１
人
当
り
）

　

乳
幼
児
お
よ
び
小
学
生�

１
５
０
０
０
円

　

中
学
生�

２
０
０
０
０
円

　

高
校
生
等�

２
５
０
０
０
円

　

※�

申
請
時
か
ら
高
等
学
校
等
就
学
中

（
20
歳
未
満
）ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
期
限　

３
月
15
日（
火
）

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
総
務
課　

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

 

岐
阜
県
犯
罪
被
害
遺
児
激
励
金

支
給
事
業
に
つ
い
て

　

岐
阜
県
で
は
、
５
月
５
日
の
「
こ
ど
も

の
日
」
に
合
わ
せ
て
、
次
の
と
お
り
犯
罪

被
害
遺
児
の
方
に
激
励
金
を
お
贈
り
し
て

い
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、
役
場
総
務

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■�

犯
罪
被
害　

通
り
魔
殺
人
や
強
盗
殺
人

な
ど
、
故
意
の
犯
罪
行
為（
人
の
生
命

ま
た
は
身
体
を
害
す
る
行
為
）に
よ
り

害
を
被
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

■�

対
象
者　

毎
年
５
月
５
日
現
在
、
岐
阜

県
内
に
居
住
さ
れ
て
お
り
、
犯
罪
被
害

に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
生
計
を
と
も
に
し

て
い
た
父
ま
た
は
母（
す
で
に
父
母
が

い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
場
合
に
は
そ
れ
に

代
わ
る
方
）を
亡
く
さ
れ
た
方
で
、
義

務
教
育
終
了
ま
で
の
方
お
よ
び
高
等
学

校
在
学
中（
高
等
専
門
学
校
３
年
修
了

ま
で
の
方
、
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部

在
学
中
の
方
を
含
む
）で
満
20
歳
未
満

の
方
。

　

※�

国
の
犯
罪
被
害
給
付
金
制
度
で
、
遺

族
給
付
金
の
支
給
裁
定
が
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

※�

犯
罪
被
害
遺
児
と
な
っ
た
後
、
養
子

縁
組
し
た
方
、
も
し
く
は
父
ま
た
は

母
が
再
婚
し
生
計
を
と
も
に
す
る
こ

と
と
な
っ
た
方
は
除
き
ま
す
。

■
激
励
金
の
額（
１
人
当
り
）

　

乳
幼
児
お
よ
び
小
学
生�

１
５
０
０
０
円

　

中
学
生�

２
０
０
０
０
円

　

高
校
生
等�

２
５
０
０
０
円

　

※�

申
請
時
か
ら
高
等
学
校
等
就
学
中

（
20
歳
未
満
）
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
期
限　

３
月
15
日（
火
）

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
総
務
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

 

小
・
中
学
校
の

�

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

　

小
中
学
校
に
通
う
子
ど
も
の
就
学
に
必

要
な
費
用
に
つ
い
て
、
援
助
を
希
望
す
る

保
護
者
の
方
に
、
町
で
は
学
校
給
食
費
や
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学
用
品
な
ど
の
一
部
を
支
援
す
る
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

■�
対
象　

前
年
度
ま
た
は
、
今
年
度
に
お

い
て
次
の
各
項
に
該
当
し
、
教
育
委
員

会
が
援
助
が
必
要
で
あ
る
と
認
定
し
た

方
。

　

①
町
民
税
が
非
課
税
と
な
っ
た
世
帯

　

②�

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
た
世

帯

　

③�

保
護
者
の
就
労
が
不
安
定
で
、
生
活

状
態
が
極
め
て
悪
い
と
認
め
ら
れ
る

世
帯
等

■
お
申
し
込
み
先

　

子
ど
も
の
通
う
小
中
学
校
へ

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

①
緑
ヶ
丘
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
上
岡
島
１
２
０

　

・
建
設
年
度　

昭
和
60
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

１
３
３
０
０
円
～

　

・
そ
の
他　

�

浴
槽
・
風
呂
釜
は
入
居
者

の
持
込
み
に
な
り
ま
す
。

②
島
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
島
１
４
２

　

・
建
設
年
度　

平
成
10
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

２
３
２
０
０
円
～

③
そ
ら
む
き
住
宅（
世
帯
用
）　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
西
津
汲
６
１
９

　

・
建
設
年
度　

平
成
11
年
度

　

・
木
造
２
階
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

３
２
７
０
０
円
～

④
坂
本
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
坂
内
坂
本

　

・
建
設
年
度　

平
成
８
年
度

　

・
木
造
平
屋
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
家
賃　

２
０
７
０
０
円
～

■
敷
金　
　

家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

　

・�

①
②
に
つ
い
て
は
揖
斐
川
町
内
に
在

住
も
し
く
は
在
勤（
勤
務
予
定
で
も

可
）で
あ
る
こ
と
。

　

・�

市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る

納
付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

　

・�

現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族（
婚
約
者
含
む
）
が
あ
る

こ
と
。

　

・�

家
賃
の
他
に
共
益
費（
上
下
水
の
使

用
料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）

が
必
要
で
す
。

　

・
所
得
条
件
あ
り

　

※�

詳
し
く
は
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
募
集
期
間　

　

・
３
月
１
日（
火
）～
３
月
15
日（
火
）

■
入
居
予
定
日　

　

・
平
成
23
年
４
月
下
旬
を
予
定

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

　

℡
２
２

－
２
１
１
１（
内
線
３
１
３
）

 

国
土
交
通
省
横
山
ダ
ム
再
開
発
事

業
が
ま
も
な
く
完
成
を
迎
え
ま
す
。

◎�
橋
の
名
前
も
「
奥
い
び
湖
大
橋
」
に
決

ま
り
、工
事
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

・�

選
択
取
水
設
備
の
１
号
機
整
備
が
完
了

し
、
順
調
に
稼
働
し
て
い
ま
す
。

・�

生
命
・
財
産
を
し
っ
か
り
守
り
、
更
な

る
安
全
の
た
め
、
ダ
ム
湖
に
洪
水
を
貯

め
る
た
め
の
容
量
を
大
き
く
し
ま
し
た
。

▲横山ダムから見た「奥いび湖大橋」

▲横山ダム上流面の「選択取水設備」

▲坂内川に造った貯砂堰と魚道
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地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
視
聴
の
た
め
の

低
所
得
世
帯
支
援
の
拡
大
に
つ
い
て

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
世
帯
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
今
回
、
そ
の
対
象
を
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
」に
加
え
て
、

「
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
」
に
拡
大
し

ま
す
。

⑴
新
た
な
支
援
の
対
象

　

ま
だ
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
で
き

て
い
な
い
世
帯
で
、「
世
帯
全
員
が
市
町

村
民
税
非
課
税
の
措
置
を
受
け
て
い
る
世

帯
」
が
対
象
で
す
。

　

な
お
、支
援
を
受
け
る
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の

放
送
受
信
契
約
が
必
要
で
す
が
、ま
だ
契

約
が
お
済
み
で
な
い
場
合
は
、支
援
申
込

み
以
降
に
速
や
か
に
契
約
し
て
く
だ
さ
い
。

⑵
受
け
ら
れ
る
支
援
の
内
容

　

簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー（
１
台
）を
無
償
で

給
付（
配
送
）し
ま
す
。ま
た
、チ
ュ
ー
ナ
ー

の
設
置
方
法
や
操
作
方
法
を
電
話
で
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。（
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
訪
問
設

置
、ア
ン
テ
ナ
改
修
等
は
行
い
ま
せ
ん
。）

⑶
お
申
し
込
み
方
法

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必

要
書
類
を
添
付
し
て
総
務
省�

地
デ
ジ

チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
へ
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
電
話

等
で
総
務
省�

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援

実
施
セ
ン
タ
ー
か
ら
お
取
り
寄
せ
く
だ
さ

い
。
身
近
な
公
共
機
関
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
局

に
置
い
て
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
に
あ
た
っ
て
は
、「
世
帯
全

員
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
の
写
し
」と「
世

帯
全
員
分
の
市
町
村
民
税
非
課
税
証
明

書
」
が
必
要
で
す
。

⑷
申
込
期
限

　

平
成
23
年
７
月
24
日（
日
）

　

※
消
印
有
効

【
お
問
い
合
せ
先
】

○
支
援
制
度
に
つ
い
て

　

総
務
省�

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

　

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
５
７
０

－

０
２
３
７
２
４

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
契
約
に
つ
い
て

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ�
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
５
７
０

－

０
７
７
０
７
７　

　

※�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
の
世

帯
に
は
、専
用
の
支
援
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
総
務
省�
地
デ
ジ
チ
ュ
ー

ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

　

℡
０
５
７
０

－

０
３
３
８
４
０

 

「
認
知
症
」
を
知
ろ
う
！

　

１
月
25
日（
火
）
谷
汲
岐
礼
地
区
の
サ

ロ
ン
で
、「
認
知
症
予
防
講
座
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、

①�

ち
ょ
っ
と
し
た
と
こ
ろ
で
よ
く
つ
ま
づ
く
。

②
よ
く
、
物
を
置
き
忘
れ
た
り
す
る
。

③�

特
に
、
人
（
俳
優
さ
ん
な
ど
）
の
名
前

が
思
い
出
せ
な
い
。

な
ど
の
、
話
題
が
で
ま
し
た
。

　

誰
に
で
も
あ
る
物
忘
れ
と
、「
認
知
症
」

の
物
忘
れ
は
、
ど
こ
が
違
う
の
？

　

認
知
症
の
症
状
は
、「
ご
飯
を
食
べ
た

か
ど
う
か
？
」「
身
近
な
人
が
誰
な
の

か
？
」「
物
が
無
く
な
っ
た
の
は
誰
か
が

盗
っ
た
か
ら
…
…
」
な
ど
、
家
族
や
身
近

な
人
に
も
「
ち
ょ
っ
と
最
近
行
動
が
お
か

し
い
か
な
？
」
と
感
じ
る
も
の
で
す
。

　

認
知
症
の
始
ま
り
で
は
な
い
か
と
心
配

な
時
は
、
一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
か
か
り

つ
け
の
お
医
者
さ
ん
や
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

１
３
４
１

 

「
介
護
予
防
教
室
」
で
筋
力
ア
ッ
プ

　

揖
斐
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
介
護

相
談
を
は

じ
め
、
介

護
予
防
に

つ
い
て
の

教
室
も
行

な
っ
て
い

ま
す
の
で
、

お
気
軽
に

ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

１
３
４
１

 

（
社
）
揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー

　

人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

平
成
23
年
度
会
員
募
集
！

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
定
年
退

職
者
等
で
60
歳
以
上
の
働
く
意
欲
の
あ
る

方
が
会
員
と
な
り
、
自
身
の
経
験
と
知
識

を
生
か
し
セ
ン
タ
ー
か
ら
提
供
さ
れ
た
業

務
に
複
数
の
会
員
と
共
に
就
業
し
、
社
会

参
加
を
す
る
中
で
生
き
が
い
の
充
実
を
図

り
、
ひ
い
て
は
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く

り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
法
人

で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
シ
ル
バ
ー
事
業
の

説
明
会
な
ら
び
に
平
成
23
年
度
の
会
員
登

録
会
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
是
非

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
会
費（
２
０
０
０
円
）が
必
要

と
な
り
ま
す
。
ま
た
現
在
会
員
の
方
も
更

新
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

■
説
明
会
の
内
容

①�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

（
研
修
）

②
安
全
就
業
の
た
め
に（
研
修
）

③�

登
録
項
目
の
確
認（
入
会
希
望
者
の
み

面
談
）

■
説
明
会
予
定
時
間　

２
時
間
30
分
程
度

　

�

受
付
は
、
30
分
前
か
ら
開
始
し
ま
す
の

▲介護予防教室の様子
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こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を
受

け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

須す

網あ
み　

は
つ
の
さ
ん（
坂
内
川
上
）

�

１
月
１
日　

95
歳

　

髙た
か

橋は
し　

ま
さ
さ
ん（
黒
田
）

�

１
月
３
日　

95
歳

　

瀬せ

川が
わ　

歌う
た

子こ

さ
ん（
清
水
）

�

１
月
15
日　

95
歳

　

中な
か

島し
ま　

銀ぎ
ん

治じ

さ
ん（
小
津
）

�

１
月
15
日　

95
歳

　

馬ば

場ば　
こ

やや

ゑえ

さ
ん（
上
野
）

�

１
月
20
日　

95
歳

　

岡お
か

部べ　

辰た
つ

雄お

さ
ん（
長
良
）

�

１
月
22
日　

95
歳

　

所
と
こ
ろ　

と
み
ゑえ

さ
ん（
春
日
六
合
）

�

１
月
25
日　

95
歳

　

四し

井い　

清き
よ

二じ

さ
ん（

永
）

�

１
月
27
日　

95
歳

　

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長

生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

寿
長
ご

さ
ん

今
月
の

で
時
間
迄
に
受
付
を
終
了
し
て
く
だ
さ

い
。

◎
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会
の
日
程

【
お
問
い
合
せ
先
】

　
（
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

０
９
０
７

◇
揖
斐
川
尚
和
園
へ

　

安あ
ん

藤ど
う　

満
み
つ
る

さ
ん（

永
）

　

大
根
・
白
菜

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日　　時 場　　所 対 象 地 区

3月　1日（火） � 9 時 30分 谷汲文化会館 長瀬・岐礼・高科
13 時 30 分 名礼・深坂・横蔵・徳穂・大洞

3 月　2日（水） � 9 時 30分 春日基幹集落センター 中央・美束
13 時 30 分 六合

3 月　3日（木） � 9 時 30分 久瀬振興事務所 東、西津汲・日坂・樫原
13 時 30 分 坂内振興事務所 広瀬・坂本・諸家

3 月　4日（金） � 9 時 30分 久瀬振興事務所 小津・公正地区
13 時 30 分 坂内振興事務所 川上

3 月　8日（火） 10時 00分 藤橋公民館 藤橋
3 月　9日（水）

� 9 時 30分 福祉総合支援センター

揖斐・ 永
3 月 10 日（木） 北方
3 月 11 日（金） 小島
3 月 14 日（月） 大和・清水
3 月 26 日（土） � 9 時 30分 福祉総合支援センター 全地域



Public Information IBIGAWA 20

　最近は温暖化が進んだのかミカンの仲間も栽培されているのが目立ちます。栽培されるのはハッサク、ナツミカン、

ダイダイ、ウンシュウミカン、ユズ、キンカンなどです。中でもウンシュウミカンは一般的です。ウンシュウミカン

はおよそ 500 年前鹿児島県長島で偶然自生から発見されました。そうして日本特産の代表的なミカンの座を獲得し

全国的に栽培されるようになりました。ウンシュウミカンは年平均 15度以上と最低気温がマイナス 5度以下になら

ない地域であれば栽培が可能です。ウンシュウミカンは果物としての価値は抜群ですが、薬用には果実の果皮を用い

ます。成熟した果実の果皮を剥いで陽乾して調製します。これを陳皮と言います。冬季には家庭でミカンを食べた後

の果皮を陽乾すれば陳皮です。陳は古いと言う意味があります。陳皮は古い皮のことです。これは乾燥した古い皮は

適度に刺激性の精油成分が抜けて緩和な作用をするのでこの名前が生まれたのです。

　陳皮の効能は健胃消化、鎮咳、去痰作用です。普通は芳香性の健胃薬として胃腸病、食欲不振､ 吐き気、胃部のつ

かえなどに用います。陳皮を適当に刻み１日量を 5～ 10グラムに水 500 ミリリットルを加えて煎じます。約半量ま

で煮詰めて煎液をこして１日３回食後に服用します。特に健胃、感冒に効き目が

あります。また果皮には精油成分が多く含まれているので、浴剤として用いると

血行を促進し、体を暖め肌に艶を与えます。天日で乾燥した果皮を布袋に入れて

浴槽につけます。お風呂からでても新湯よりも手足の温度が 1～ 2度高いので湯

冷めがしませんので熟睡や風邪の予防に効果を発揮します。なお生のままでは刺

激性の強い精油のために柔らかな皮膚を刺激するので乾燥した陳皮を用いること

をお勧めします。� （岐阜薬科大学名誉教授　水野瑞夫）

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
専
攻
科
（
通
信
教
育
）

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
専
攻
」

　
「
認
知
症
の
理
解
」、「
地
域
福
祉
」、「
児

童
福
祉
」、「
介
護
」
な
ど
多
彩
な
科
目
を

１
科
目
か
ら
学
べ
ま
す
。

■
出
願
期
間　

３
月
22
日（
火
）ま
で

　

�　

案
内
書
の
ご
請
求
や
ご
質
問
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
学
園
ま
で
。
案
内
書
の
送
付
は
無
料

で
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　

℡
０
４
２

－

５
７
２

－

３
１
５
１

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
い
び
が
わ
12
月
号
で
、
次
の
箇
所

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
深
く
お

詫
び
し
、
次
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。

図
書
館
へ
行
こ
う（
14
ペ
ー
ジ
）

（
正
）揖
斐
川
町
谷
汲
深
坂
の
松ま

つ

永な
が

章あ
き

子こ

氏

（
誤
）揖
斐
川
町
谷
汲
名
礼
の
松ま

つ

永な
が

章あ
き

子こ

氏

　

広
報
い
び
が
わ
２
月
号
で
、
次
の
箇
所

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
深
く
お

詫
び
し
、
次
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。

イ
ン
フ
ォ
メ
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平成23年度　岐阜県警察官Ａ募集

■募集期間　４月４日（月）～ 20日（水）
■受験資格　大学を卒業した方（卒業見込みを含む）
　　　　　　※年齢３０歳まで
【お問い合せ先】揖斐警察署　℡２３－０１１０
　　　　　　　　お近くの交番や駐在所でも、お問い合せができます。

岐阜が好きだからこそ「この平和をこの手で守りたい！」
それが、警察官の心です。

いびがわ　特産品シリーズ ミカン（ミカン科）


